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エリック・カールの世界 

エリック・カールという作家をご存知でしょうか。世界中の子どもたちから今なお愛され続け

ている絵本「はらぺこあおむし」の作者です。「はらぺこあおむし」が誕生してから半世紀がす

でに経過していますが、今でも絵本と言ったら「はらぺこあおむし」が真っ先に思い浮かぶ人も

多いのではないかと思います。現代では、絵本のほかにも、音楽や映像化もされており、動画サ

イトでも気軽に「はらぺこあおむし」に親しむことが出来ます。 

先日、町図書室で「エリック・カール 絵本の秘密をさぐる」が配架されました。今月号では、

同書より「はらぺこあおむし」の魅力やエリック・カールの絵本製作において心掛けていること

などを、エリック・カールのインタビューを通して紹介したいと思います。 

同書の表紙にも描かれている「はらぺこあおむし」の魅力といえば、「コラージュ」と呼ばれ

る薄紙を切り抜き張り合わせる技法から生まれる鮮やかな絵ではないでしょうか。その鮮やか

な色を用いた背景には、幼少期の経験があると後年のインタビューで答えています。 

『私は幼少時代、迷彩色に塗りこねられた戦争の中で過ごしました。だからこそ戦後、戦争からの開放感

から様々な鮮やかな色が私から溢れ出したのです』 

「はらぺこあおむし」の鮮やかな色彩は、エリック・カール本人の暗い戦争体験が自身の絵本

作りにおいて大きく影響していたのです。 

さらに絵本のページに空いた穴の「仕掛け」も魅力の一つです。月曜日のりんご、火曜日のな

しなどそれぞれの食べ物に、あおむしが食べた丸い穴が空いています。子どもたちは穴の向こう

を覗いたり、自分の指をあおむしに見立てたりするなど、穴の「仕掛け」で遊ぶことができます。

まだお話がわからない赤ちゃんでも、この穴で遊びながら絵本を楽しむことができます。 

鮮やかな色彩や楽しい穴の「仕掛け」など、エリック・カールは一つの絵本の中に子どもたち

が惹きつけられる様々な工夫を凝らしました。さてエリック・カールが絵本を制作する上で生涯

言い続けた言葉があります。 

『私は「少しおもちゃで、少し本」というものを作りたいと思っているのです』 

学校へ通う前までおもちゃで遊んでいた子どもたちが、学

校へ入学したとたんに本を読むように言われることが多く

ありました。そんな乱暴な変化に戸惑い、ついていけない子

どもたちが増えていました。その中でエリック・カールは、

自分の作る絵本は、学校とその前の「架け橋」になるのだと

いう思いを常に持ち絵本を作り続けました。 

エリック・カールの言う「少しおもちゃで、少し本」な絵

本は町図書室にも多く配架されています。町図書室に足を運

び、エリック・カールの世界に浸ってはいかがでしょうか。 

図 書 室 だ よ り 
編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 

〒 ４８０－０２０２ 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL ０５６８－２８－５４４９ 



第３９８号           書窓           令和５年３月２日 
  

- 2 - 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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